
短刀　無銘正宗（名物九鬼正宗）

指定区分
国指定重要文化財（工芸品）
国宝

読みかた
たんとう　むめいまさむね（めいぶつくきま
さむね）

所在地 岡山市北区丸の内　林原美術館

指定年月日 昭和32年2月19日

解説

刃長24.8cm。やや内反り。刃文はのたれ
に互の目交り、裏に腰樋を掻き流してい
る。生ぶ茎無銘の正宗の短刀。正宗の作
には有銘のものが少なく、他に数口の有
銘の短刀がある。本短刀は同作中特に出
来が優れ、かつ健全である。もと九鬼長門
守の所持であったことから本号があり、享
保名物帳に所載がある。

アクセス方法
JR岡山駅から徒歩25分／バス「県庁前」
下車徒歩3分／路面電車「県庁通」下車徒
歩7分

公開状況 林原美術館所蔵

設備

備考



していくぶん
（指定区分）

国指定重要文化財（工芸品）
国宝

ぶんかざいめい
（文化財名）

短刀　無銘正宗（名物九鬼正宗）

よみかた
たんとう　むめいまさむね（めいぶつくきま
さむね）

しょざいち
（所在地）

岡山市北区丸の内　林原美術館

していしたひ
（指定した日）

昭和32年2月19日

せつめい

日本刀（にほんとう）は、武器（ぶき）である
とともに、すぐれた美術品（びじゅつひん）
として認（みと）められています。古くから
刀工（とうこう）によって日本独自（どくじ）
の作り方が受（う）けつがれています。刃
（は）の長さが30センチメートル以下のもの
を短刀（たんとう）といいます。

きっずページ


